土地所有者同意書
　　年　　月　　日
豊田市長　様
　　　　　　　　　　　　土地所有者代表
住所
氏名　  　　　　　　　　
下記土地について、豊田市地域広場の設置及び管理に関する要綱に基づく
（　ふれあい広場　・　ちびっこ広場　）を設置することに同意し、右記の
事項について承諾します。
記
	土地所在地
	　地目
	　　　　　住所
土地所有者
氏名
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〇土地改良区組合員である場合、土地改良区へ農地転用決済金の支払
□必要　　　　　　　　　　　　　　　　　　□不要
承　諾　事　項
豊田市地域広場の設置及び管理に関する要綱一部抜粋
（土地使用貸借契約）
第６条　前条第１項第１号の土地使用貸借契約は、次の各号に定める基準により締結するものとする。
（１）土地使用貸借契約の対象となる土地（以下「契約対象土地」という。）の境界が確定していること。
（２）契約期間（契約の更新による場合を除く。）は、１０年以上とする。ただし、所有者等は、特別の事由があるときは、契約期間の満了前においても、あらかじめ市長に申出をし、協議の上、解約することができる。
（３）所有者等の申出により、当初の契約を締結したときから１０年未満で解約した場合は、所有者等は、当該解約の際に次条に規定する工事費等の金額に相当する金額を市に支払わなければならない。ただし、市長が特別の事情があると認めた場合は、その全部又は一部の支払を免除することができる。
（４）契約対象土地を所有者に返還する場合は、市は原状回復義務を負わないものとする。ただし、当初の契約から１０年以上経過している地域広場にあっては、所有者から撤去の要望がある附帯施設は市が撤去する。
（広場の廃止）
第１４条　地域広場は、第６条第２号の規定による場合のほか、次の各号に該当する場合は、廃止することができる。
（１）当該自治区により適当な管理がなされなくなったとき。
（２）公共事業等により広場の存続が困難となったとき。
（３）その他市長が廃止を適当と認めたとき。
その他特記事項
· 広場整備時及び広場返還時に、境界確定測量は市で行わない。
· 広場整備後の土地評価が雑種地になり、相続発生時には雑種地扱いとなる。
（相続税は雑種地として課税される）
· 土地使用貸借契約書は広場工事着工前に締結する。
· 使用貸借を行う土地は、周辺環境へ影響を及ぼさないものであることを条件とする。（例：抵当権などの担保物件でない、土砂混入や産業廃棄物の埋設などがない）
· 土地所有者が土地改良区組合員である場合、土地改良区決済金は土地所有者が負担する。
隣接者同意書
　　年　　月　　日
豊田市長　様
豊田市地域広場の設置及び管理に関する要綱に基づく（ふれあい広場・ちびっこ広場）を設置することに同意します。
記
	土地所在地
	　　　　　　住所
土地所有者　
　　　　　　氏名

	
	

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	

	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　

	
	


【様式第１号】





【裏面】





【様式第２号】








